
（参考） 介護予防事業の効果に関する報告例  

【運動プログラムの効果】   

○ 虚弱高齢壱が運動プログラムに参加すると、運動機能やうつ傾向が蔵書するとともに、   

主観的健康観が上昇した。  （平成21年 筑波大学の報告）   

○ 一般高齢者向けの介護予防目的の運動プログラムの参加者の、参加前後のデータを比較   

したとこと、参加後に、運動艶麗塑向上、主観的健康観塾塾蓋が見られた。  

（平成20年 熊本リハビリテーション病院の報告）   

○ オーストラリアでの研究で、6か月間の運動プログラムに参加した高齢者では、認匙毯   

亙迫包土が認められた。  （平成20年 米国医師芸雑誌での報告）  

【ボランティアの活用効果】  

○ 高齢者ボラン三上アを活用している地土或では、非活用地区と比べ、高齢者の転倒率や閻   

旦迎整理恵墓仁墜丑ユ左。  （平成20年 東北文化学院大学大学院の報告）  
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（平成20年度老人保健健康増進等事業「介護予防事業についての実態調査」）  

． 調査対象＝全国1，805市町村  

．調査実施方法・電子メールによる配信・返信  

．調査実施時期二平成20年10月21日 ～平成20年11月13日  

・ 回収数（回収率）．1．785件（98▲9％）  

特定高齢者施策の課題  

本ノしに百貨がない  76．7  
高齢者側の要因  生活使徒評価への理解不十分  

未受診者へのフォロー不十分  

特定高齢者の把握言でに時間がかかる  

坦域への訪問不十分  

68．7  

遥癖脚潤豹64．4  

市町村側の要因   
脚滋31．5  

0  20  40  60   80 100 匹）  
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（平成20年度 老人保健健康増進等事業「住民の介護予防についての認識調査」）  

・ 調査対象．モニター登録者の40歳～79歳 5000人  

・ 調査実施方法二FAXによる配信・返信  

・ 調査実施時期：平成21年1月30日（金）～平成21年2月13日（金）  

・ 回収数（回収奉）二2′499件（50．0％）  

［垂垂垂］   介護予防事業に対する印象（6娼以上）  

自分には関係ない  卿62．6  

r介護予防事業」  

棄しくなきそう   

自分には開陳ない  

O  ZO  ‘10  60  gO  lOO  
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「切り口」ついて  

④『自分の塵塵』が心配  
「介護予防」は他人ゴト。健康維持の延長線上での  
介護予防事業に   

②『親のこと†夫／妻のこと』が心配  
気になるのは自分ではなく、親や夫／妻のこと。  
人間関係性の中で参加を誘う。   

③『介護』という言葉に潜む  
ネガティフ・イメージの払拭  

PPK、健康づくり、いつまでも若く、  
アクティブ・エイジンク  

（電通 シニアビジネス推進部資料 改変）  

業のあり方について（H21．3．27抜粋）  今後の介護予   
（モデル事業案担当） 

（前 略）   

（1）介護予防のシステム面の強化については、  

①地域の基馳三蚤豊艶に基本チ呈±と昼上皇動乱し、地域の高齢者の生活機能の状況を全体的  
に把握することによって、戦略的・計画的に介護予防事業を展開できるのではないか。  

② より敷居の低い介護予防教室など側   
短観ことで、効果的・効率的に特定高齢者施策を展開できるのではないか。   

（③～⑥の概要は次の通り）  
（③認定非該当者への対応（済）④事業評価を電算化等、⑤ボランティア等活用、⑥①～⑤の組み合わせ）  

（2）介護予防のサービス面の強化としては、  

①旦馳を取り入れることで、より効果的な運動器の機能向上  
プログラムとなるのではないか。  

（②概要：実施回数や実施期間等の制限をできるだけなくす）  

改善プログラム及び口腔捜能向上プログラムは利用しにくいとの声があるが、多く活用されている運動  
器の機能向上プログラムと同時に実施することにより、利用が進み、サービス効果も大きいのではないか。   

④政策課題としても大きく、一定の科学的な知見が集まっている鮎の導入を検討   
してはどうか。  

国は、平成21年度より∈曳ら亜三郷重量王室4之至宝空挺蔓墓を企重し、市町村等は当該モデル事業  
を実施し、  で展開するべきである。  18  
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介護予防実態調査分析支援事業の概要  

課題1：介護予防対象者の把握が進まないため、施策の参加率が低い  

課題1一②  

介護予防事業への理解の促進   

介護予防教室を活用し、高齢者の介護予防事業  
への理解を促進し、施策への参加に対する抵抗感  
を軽減することにより、介護予防対象者の施策の参  
加率の向上につながるかを検証  

課題一①  

基本チェックリストの全数配布・回収   

基本チェックリストを配布するとともに、未回答者  
については電話・訪問等によリブオローを行うことに  
より回収率を上げ、施策の参加率の向上につなが  
るか等の手法を検証  

課題2：利用者のニーズ等に合わせた効果的なプログラムの開発  

課題2－②  

社会プログラム  

従来は、別々に提供されている  
栄養改善、口腔機能向上のプロ  
グラムと運動器の機能向上プロ  
グラムと組み合わせることで、相  
乗的な効果が得られたか検証  

課題2－（診  

認知症捷能低下予防  
プログラム  

現在、提供されていない認知機  
能の低下を予防するプログラムを  
先駆的に実施し、その効果を検証  
（平成22年度より実施）  

課題2一①  

運動苛疾患対策プログラム   

陣痛・腰痛などにより、従来の運  
動器疾患対策プログラムに参加  
出来ない方に対し、負担のかから  
ない運動器の機能向上プログラ  
ムを実施し、プログラムの有効性  
を検証  

10   




